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令和４年度 国民健康保険事業勘定特別会計決算状況について 

 

 

１ 概  要 

  国民健康保険法に基づき、被用者や公務員以外の地域住民を対象とした保険医療給付を

行うことを目的に設置しております。 

  令和４年度末の軽井沢町の被保険者数は、5,583 人（前年度対比 214 人、3.8％の減）

で、世帯数は 3,625 世帯（前年度対比 69 世帯、1.9％の減）となります。 

団塊の世代が徐々に 75 歳を迎え、後期高齢者医療制度に移ることに伴い国民保険被保

険者数は減少していきますが、高齢化に伴い医療費は増加傾向となっており、国民健康保

険事業は益々厳しい状況を迎え、近い将来、国保税の税率改正などの検討が必要となって

まいります。 

 

 

 

 

２ 決算概要 

⑴  総 括 

   歳入の決算額は、26 億 3,962 万 4,601 円（前年度対比 3,526 万 1,815 円、1.3％の

減）、歳出の決算額は、26 億 728 万 268 円（執行率 98.7％、前年度対比 1,886 万 2,972

円、0.8％の減）で、歳入から歳出を差し引いた収支は、3,234 万 4,333 円（前年度対比

1,639 万 8,843 円の減）となりました。 

 

⑵  歳 入 

   歳入の主なものは、県支出金が 17 億 3,160 万 2,632 円（前年度対比 4,673 万 3,989

円、2.7％の減）で県支出金の内訳は、支出する保険給付費（出産育児・葬祭費除く）

の実額が交付される保険給付費等交付金普通交付金が 17 億 665 万 2,632 円となってい

ます。国民健康保険税は 6億 4,543 万 9,930 円（前年度対比 1,519 万 9,608 円、2.4%の

増）、町一般会計からの繰入金は 1 億 9,550 万 5,359 円（前年度対比 45 万 8,527 円、

0.3％の減）となっています。 

 

⑶  歳 出 

   歳出の主なものは、歳出全体の 65.7％を占める保険給付費が 17 億 1,487 万 2,320 円

（前年度対比 5,217 万 8,306 円、3.0％の減）、国民健康保険事業費納付金が 7億 7,413

万 8,368 円（前年度対比 1,402 万 680 円、1.8%の増）となっています。 
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３ 令和４年度の主な事業内容 

⑴  国保加入状況（令和５年３月末現在） 

区 分 加入状況 
町全世帯に対する加入割合

（ ）は構成割合 

前年度対比 

増減数 増減割合 

加入世帯数 3,625 世帯 33.8% △69 世帯 △1.9%  

被保険者数 5,583 人  26.0% △214 人  △3.8%  

 一般  5,583 人  （100.0%） △214 人  △3.8%  

退職 0 人  （ 0%） 0 人  0%  

※ R6.1 末 3,572 世帯 5,391 名 

 

⑵  国民健康保険税 

 

 

 

 

 

 

区分 ３年度 ４年度 比 較 

所得割額按分率 

医療分 7.5％ 7.5％ － 

支援金分 2.6％ 2.6％ － 

介護分 2.7％ 2.7％ － 

被保険者均等割額 

医療分 18,500 円 18,500 円 － 

支援金分 6,500 円 6,500 円 － 

介護分 8,300 円 8,300 円 － 

世帯別平等割額 

医療分 21,000 円 21,000 円 － 

支援金分 6,600 円 6,600 円 － 

介護分 5,000 円 5,000 円 － 

課税限度額 

医療分 630,000 円 650,000 円 20,000 円 

支援金分 190,000 円 200,000 円 10,000 円 

介護分 170,000 円 170,000 円 －  

収納率（現年分） 

医療分 94.34％ 94.27％ △0.07％ 

支援金分 94.17％ 94.18％  0.01％ 

介護分 92.31％ 92.33％  0.02％ 


